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 ２学期がスタートしました。夏の間，子どもたちに大き

な事故やけががなくてよかったです。今年の夏は，たくさ

んの経験ができた子どもたちが多かったようで，「楽しかっ

た。」と話を聞かせてくれています。 

しかし，コロナ感染第７波の中で，欠席した子どもたち

も多く，学校内での感染予防にこれまで以上に気を配って

いく必要があります。どうぞご協力ください。 

始業式は，放送で行いました。私から，コロナの感染予

防を油断せず，自分の体を自分で守ってほしいこと。休ん

でいる友だちが早く登校できるようにみんなで待っていま

しょうということ。７６日間ある２学期を，何でも一生懸

命に取り組み，かっこいい姿を見せてほしいということを

話しました。 

教室をのぞくと，宿題の提出や席替え，２学期の係決め

など行っていました。一気に南小の日常が戻ってきたよう

でした。私たちは子どもたちに元気をもらっています。２

学期には，どんな成長した姿を見せてくれるのか，今から

楽しみです。子どもたちと一緒にがんばります。 

 

 

夏休みの間に，昭和中学校の２年生が，「キャリア・スタ

ート・ウイーク」で南小で職場体験を行いました。２年間

コロナで中止になり３年ぶりの活動です。 

南小の卒業生４名が８月の学年登校日の日に２日間体験

しました。各学級に入って，勉強を教えてくれたり，一緒

に学級園の世話をしてくれたりしながら，先生の仕事につ

いて学んでいきました。自分の将来について考えるきっか

けになってほしいと思い，先生方と仕事についてや，子ど

もの頃の夢の話などする時間も設けました。お礼の手紙を

読むと，先生方の，子どもや仕事に対する思いは伝わった

ようです。体験してよかったと書いてありました。 

 卒業しても南小の子どもには変わりありません。ぜひ有

意義な中学校生活を送ってほしいと願っています。 

  

 

２年生は宿題提出 

６年生は係決め 

優しく教えてくれた 

一緒に作業も 


